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【問題 と目的】
家庭から社会への人生の 「移行期」にあたる幼稚園3歳児クラスにおいて、幼
稚園教諭(以下 「保育者」とする)は、子 どもたちの生活が安定するよう、様々
な遊びを提供する。子どもたちは、家庭生活の中では出会うことのなかった遊
びに触れ、幼稚園に来ることの意味や、幼稚園での生活の構造を理解するよう
になる(福田,1992)。
この時期に取 り組まれる遊びのひとつに、追いかけっこがある。追いかけっ
こは、大人と子 どもとの身体を介 した情動的交流を楽 しむ遊びのひとつ とされ
(伊藤2000)、子 どもは大人に捕まえられ、抱 きかかえられることで得られる
一体感を期待 しなが ら逃げる。こうした子 どもが大人に追いかけられることを
期待 して逃げる姿は、立位歩行が成立する以前の、ハイハイの段階から見られ、
子どもはこうした情緒的交流を通 して大人との信頼関係を築いていく(やまだ,
1987)。
保育の場において、このような追いかけっこは、保育者と子どもとの1対1関
係を越 え、子どもと子 どもとの関係、あるいは保育者 と子 ども集団との関係の
中で成立する。子どもたちにとって、追いかけっこは保育者と追いかけ合う楽
しさだけでなく、仲間と一緒に追いかけ合 うといった、仲間と遊ぶことの楽 し
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さを経験する機会となる。
ところで、こうした追いかけっこは、一方が追いかけ、他方が逃げるといっ
た対立的な目標によって規定 される。例えば、逃げようとする子どもにとって、
捕まえられることは自らの逃げようという目標を否定される経験となる。また、
捕まえようとしても、相手の逃げるスピー ドが速ければ捕まえることはできな
い。このように、追いかけっこの中で子 どもたちは思 うようにならない葛藤を
経験する。神田(1984)は、保育所における追いかけっこの実践記録を分析する
中で、3歳児クラスにおいて頻繁に、怒る、泣 くといった強い情動反応が現れ
ることを見出している。保育の場では、こうした葛藤 を含め、いかに遊びを楽
しむかが実践的課題とされている(神田,1991)。
また、追いかけっこにおける逃げる行為は、相手に見つからないように隠れ
るという目標に変化する。例えば田中(2004)は、幼稚園3、4、5歳児クラスに
在籍する子どもを対象として、鬼 ごっこの役割交代の可否を検討する実験的観
察を行ったところ、3歳児クラスに在籍する子どもの多 くが、逃げる行為か ら
隠れる行為へと目標を移行したことを報告 している。また苅田(2004)は、こう
した隠れる行為は、遊びに参加 している子 ども(主体)と空間(場)、そして遊
びの成員外の第三者(他者)の「三者構造」の中で成立することを指摘している。
苅田は幼稚園での参与観察をもとに、この三者構造を伴う 「囲う」、「潜る・入る」
状況と、演劇的行為を行 う目的が結びつ くことによって、「隠れる場所を作るこ
とに集中する」、「囲われたような場所を見つけて隠れる」とった行為が生れる
ことを明 らかにしている。また、「隔てる」状況 と、対人的行為を行 う目的が結
びつ くことにより、「他者に 『見つけられる』ことを求める」、「他者を排除する」
といった隠れる行為が生れるとしている。
このように、子どもたちの隠れる行為は、幼稚園に存在する遊具を初めとし
た様々な 「道具」の媒介によって成立 している。また、追いかけっこにおける追
いかける・逃げるという行為 も、こうした道具を媒介 とすることがある。例えば、
勅使(1999)は、2歳児クラスにおいて、オオカミやオニから逃げるといった 「つ
もりのある追いかけ遊び」を楽しむ上で、保育者が 「オオカミのお面」のような
役割イメージを喚起させる道具を用いることの有効性 を指摘 している。
追いかけっこを支える 「道具」の役割3
本稿では特に、幼稚園というフィールドにおいて、追いかけっこが上記のよ
うな道具を支えとしてどのように展開するのか、またそれに対して保育者はど
のように関わるのか、保育実践の観察および保育者へのインタビュー、保育記
録の分析を通 して明らかにする。
【方法】
観察対象
本稿では、私立X幼 稚園3歳児クラスA組(在 籍児20名)を観察対象 とする。
A組は、保育経験20年目のベテラン女性保育者 と、補助教員として経験1年目
の女性保育者が担当していた。本稿 において、X幼稚園を観察対象 とした理由
は以下の2点である。
①幼稚園入園期において、追いかけっこを重要な遊びとして位置付け、保育カ
リキュラムに取 り入れている。
②様々な形態の追いかけっこやルールの明確な鬼ごっこが保育文化 として定着
している。例 えば、園庭に設置された 「砦(と りで)」と呼ばれる固定遊具で行
われる追いかけっこは、「砦オニ」と呼ばれ、年中、年長児を中心に楽 しまれて
いる。特に、本稿で対象 とする3歳児クラスでは、入園当初からクラスの遊びと
して様々な追いかけっこが取 り組まれてお り、10月の運動会では、3歳児2ク
ラス合同での追いかけっこが行われている。
保育観察
2013年6月～12月(計6回)、主に登園後の自由遊び時間と午前中の設定保育
を観察した。なお、観察実施 日1の午前中、10分から20分程度、クラス全体の遊
びとして追いかけっこが行われた。
インタビュー
2013年6月～11月(計4回)。午後 の保育終 了後、観察者の記録の報告 を含め、
その 日の保育 を振 り返るイ ンタビュー を行 った。インタビューで は、最近 の様
子 として当 日とは異 なる場面が語 られ ることもあった。
4『 人文学報』No.512-5(2016年)
保育記録
X幼稚園では保育者によっては、年間100通近 くのお便 りが発行される。お
便 りは、保護者に幼稚園での子どもの姿 を知 らせることを目的として、 日々の
子どもの姿が記載されている。本稿では、2013年度4月～12月まで保護者に配
布されたお便 りから、追いかけっこに関わるエピソー ドを抽出し、分析対象 と
した。
倫理的配慮
研究に際しては、本研究の目的と意義を説明し、当該のクラス保育者に加え
て、幼稚園管理者の同意を得た。また、保護者会にて担任保育者が本研究の趣
旨の説明を行い、保護者の同意を得た。本研究は、公立大学法人首都大学東京 ・
南大沢キャンパス研究安全倫理委員会の許諾を得て実施 した。なお、本研究で
はプライバシー保護の観点から、園独 自の呼称(ク ラスの名前や行事の呼称な
ど)については変更している。
【結果と考察】
ここではまず、観察期間を通 して追いかけっこがどのように展開したか、事
例の概要を示してお く。
X幼稚園では、例年、4月の初旬に、幼稚園全体の保育者の紹介を兼ね、保育
者が劇を演 じて子どもたちに見せる 「全園集会」が開かれる。この年の全園集
会では 『3匹の子ぶた』の劇が演 じられた。その後、展開した 「オオカミと子ぶ
たごっこ」は、役割遊びの要素の強い追いかけっことして、1学期 を通 して楽
しまれた。それと同時期に行われたのが 「あみかけた」といったルール性の強
い追いかけっこである。この遊びは、教室の端から端を走 り抜ける子 どもを捕
まえ、捕 まった子 どもたちは 「あみ」のように手をつなぎ、走る子ども'を「あみ
をかけて」捕まえる追いかけっこである。さらに、2学期の10月には運動会が
開かれている。そこでは3歳児2クラスが合同で、オオカミと子ぶたのお面をか
ぶった 「オオカミと子ぶたの引っ越 しオニ」が行われている。この引っ越 しオ
ニは、お面をかぶりながら行 うものの、明確な役割交代を伴 うルール性の強い
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遊びとして位置付けられる。これらの遊びを時間軸に沿って整理 したものが図
1である。
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図1本 事例で見られた追いかけっこ
ここからは、全園集会で保育者が子 どもたちに見せた、『3匹の子ぶた』の劇
に触発 され、園庭に置かれた固定遊具を中心に行われた、役割遊びの要素の強
い追いかけっこである、「オオカミと子ぶたごっこ」を中心に分析を行う。なお、
保育者へのインタビューや保育記録(お便 り)については、大意を変えない範
囲で補足説明を加え、語尾が曖昧な部分は修正 した。
1.遊具の素材が 「イメージ」を支える
X幼稚園の園庭には5、6名の子 どもが入って遊ぶことができる木製の 「あそ
び小屋」がある。このあそび小屋は、保育者の目が届きにくい場所にあるため、
特別な場合 を除いて、3歳児は使わないことになっている。4月8日に保護者に
配布 された 「お便 り」には、あそび小屋で遊ぶ際のルールについて、次のように
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●
記載 され ている。
1-1.お便 り(4月8日)
3歳児 クラスの間は、あそび小屋 では遊ばない ことに してい ます。(保育者
の目が届か ないので)。ただ し、3匹の子ぶた ごっこで は、木 のお家 として
逃 げ込 んでい ます。外 のままご と道具 をつか うの は4歳児、5歳児のみです。
木で作 られたあそび小屋は、『3匹の子ぶた』で子ぶたのきょうだいが隠れる
「木のお家」をイメ,一ジさせる。また子どもたちは、普段は使 うことの許されて
いないあそび小屋に隠れることで、非 日常を経験することになる。
また、X幼稚園の園庭には、子 どもたちが 「砦(と りで)」と呼ぶ、丸太で組
まれたかなり大がか りな固定遊具がある。この遊具には10名以上の子 どもが登
ることが出来、遊具の上から飛び降 りた り、滑 り降 りた りすることができるよ
うになっている。また遊具の下は、子 ども数名が入ることが出来るスペースが
あり、薄暗い空間を通 り抜けられるようにもなっている。さらに、この遊具の
片側には築山があ り、そこには子どもが何人も入ることができる大きな土管が
埋められている。
4月19日のお便 りには、全園集会で 『3匹の子ぶた』の劇を見た子 どもたちが、
砦を使って 「オオカミと子ぶたごっこ」をした姿が記録されている。
1-2.お便 り(4月19日)
砦 に着 くと、私 が「よし1こ ん なお家 ひと息で吹 き飛ば してやる～」と先 日、
全 園集会で見た 「3匹の子ぶ た」の オオカ ミになって、「ふ っふ 一っのふ 一」
と吹 き飛 ばす真 似 っ こを しました。「あれ?お か しいな。な んて頑 丈 な家
だ1も う1回 」と言 って吹 き飛 ばそ うとす るけれ ど、 レンガのお家 はなか
なか吹 き飛 ばないので した。
あそび小屋よりも頑丈に作 られた砦は、オオカミが吹き飛ばそうとしても吹
き飛ばすことの出来ない 「レンガの家」として使われている。砦の材質は基本
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的に 「木」であるため、厳密にはレンガではないが、先述のような構造の剛健性
が、オオカミが吹き飛ばそうとしても吹き飛ばせないレンガの家を彷彿させる。
さらに、5月のお便 りには、子 どもたちが幼稚園に置いてあるゴザを使って
「ワラのお家」を作る姿が記録されている。
1-3.お便 り(5月8日)
ぶた君 とオオ カ ミの鬼 ごっこ1!こ ち らは木のお家 … 。こち らはワラ
の???(ご ざです け ど ・・)お家 です。(※写真付 きのお便 りのため、説
明は簡 略化 されている)
砦は 『3匹の子ぶた』に登場する「レンガの家」として、あそび小屋は 「木の家」
として、そして園にあるゴザは 「ワラの家」として使われる。
このように、園庭に置かれた固定遊具は、子 どもたちのイメージを喚起する
道具として使用されている。またそこで広がった『3匹の子ぶた』のイメージは、
幼稚園にあるゴザを道具として取 り込み、ワラの家に見立てて遊ぶといった遊
びの発展を支えている。
2.遊具の遮蔽性が 「隠れる面白さ」を支える
先に述べたように、砦の横にある築山には、子どもが数名入ることのできる
土管が埋められている。6月には、本来共存することのないヤギとオオカミが
一緒に土管の中で過ごす姿が観察されている。
2-1.観察(6月19日)
土管の中に、保育者と子ども数名が入っている。ヤギやオオカミのお面を
付けた子 どもが混在 していることに気づいた保育者は、「ヤギのお母さん、
怖いよ1オオカミが部屋でのんびりしている!出 て行ってもらおうよ」と、
子 どもたちに矛盾を突きつけるような言葉をかける。ところが、子どもた
ちは保育者の言葉に反応することなく、ニコニコと土管の中に並んで座っ
ている。この様子を見た保育者は、それ以上指摘することはなく、「オオカ
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ミにごちそ うをつ くって もらお う」と、その場で一緒 にい ることになる。
オオカミとヤギといった、本来対立するお面をかぶった子 どもたちが、共に
土管の中にいることに気づいた保育者は、「ヤギのお母 さん、怖いよ1オオカミ
が部屋でのんび りしている1出 て行ってもらおうよ」と、その矛盾 を指摘する。
ところが、子 どもたちは保育者の指摘を矛盾 とは受け止めず、仲間と一緒に土
管の中で過 ごす ことを楽 しんでいる。
またこうした囲われた空間の中で過ごす姿は、9月の観察でも見られている。
2-2.観察(9月13日)
子 どもたちが、砂場 の前 にある網 で出来 た家 の中に入 り込 む。3人 が入 り、
外 にいる1人 が網の中の子 どもを狙 っている。
砂場の前 にある網は、子 ども3名が身を寄せ合って何 とか入ることが出来る
大 きさの、鳥かごのような形状をしたスペースである。この網は中が透けてい
るため、正確には 「隠れる」ことにはならない。ところが子 どもたちは網に守 ら
れるように、身を寄せ合っている。子どもたちは囲われた空間に身を置 くこと
そのものを楽 しんでいるようである。
3.遊具からの眺望と遊びを見ることの面白さ
砦の横の築山からは、園庭全体を眺めることが出来る。子 どもたちは追いか
けっこの際、この築山に登って園庭 を見渡すことが少な くない。9月の観察で
は、遊び終わった子 どもが充実 した表情を見せなが ら、築山の上から園庭を眺
める姿が観察されている。
3-1.9月13日
保育者 と追いかけっこの後、子 どもたちはそれぞれ別の遊びに移る。A君
は築山か ら保育者の行方を眺めている。満足そうに園庭を眺めているよう
に見える。
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築山から園庭を眺めていたA君 は、満足そうな表情 をしている。A君にとっ
て園庭は、保育者や仲間と追いかけっこを 「楽 しんだ場所」として映っていた
ものと考えられる。こうした築山からの眺めは、遊びの面白さを振 り返る場所
となっていることが考えられる。
また、この築山は、3歳児の追いかけっこの起点ともなっている。
3-2.観察(7月10日)
保育者が、「じゃあみん な、 山で待 ち合わせ を しよう」という と、B君 が率
先 して 「じゃあね」と築 山に行 く。
眺めの良い築山は、子 どもたちが集 まりやすい場所である。保育者はあえて
「待ち合わせ」という表現を使い、子 どもを築山に連れて行 くのではなく、子ど
もたちが築山の上から仲間が来るのを待つ経験をさせていると考えられる。
このように、園庭の中でもっとも眺望の良い築山は、子どもたちが自分達の
遊んでいた園庭を眺める機会となると共に、その場所で待ち合わせをすること
によって、仲間が自分の所に集まって くることを経験する場所になっている。
4.遊びを共有する手がかりとしての 『お面』
3歳児クラスの教室 と園庭の間のテラスには、オオカミや子ぶた、ヤギといっ
た動物を中心 とした沢山のお面が置かれている。4月中旬のお便 りには、保育
者 と子 どもたちがお面を使った追いかけっこを楽 しんだことが記録 されてい
る。
4-1.お便 り(4月19日)
私が逃げ ると、子ぶたた ちが追 いか けて来 て私 を捕 まえ、私 が また 「食べ
ち ゃうそ～」と追 いか け … を繰 り返 し、繰 り返 し遊 び ました。オオカ ミ
のお面 があったのを思 い出 し、私が そのお面 をつ ける とさ らに大盛 り上が
り。そ こヘバ スが到着 し、Kち ゃんとN君 も合流 し、 しば らく、「オ オカミ
だぞ～待 て待 て～食べ ちゃ うそ～」とたっぷ り走って遊び ました。
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保育者が かぶ るお面 は、オオ カミが子 ぶたを追 いかける といった、役 割イメー
ジを高 める ように機能す る。ただ し、子 どもた ちはお面の役割その もの をイメー
ジす る とは限 らない。エ ピソー ド2-1では、オオ カミとヤギが揃って土管の中で
過 ごす姿が観察 されている。また、 同 じ6月19日には、 オオカ ミと一緒 に走 る
子ぶ たの姿が観察 されてい る。
4-2.観察(6月19日)
数名の子 どもた ちが子ぶたのお面 を付けて、園庭の周囲 を走 りまわってい
る。「オオカ ミが来 た一」と手 をつ ないでい る子 どももいれば、保 育者がオ
オカ ミ(オニ)で あるに も関わ らず、一緒 に走 ってい る子 どもも見 られ る。
お面は、同じ遊びを共有する仲間の目印 として機能している可能性がある。
エピソー ド4-1の、登園後、バスか ら降りてきた子どもたちにとって、お面はそ
の場の遊びのテーマ、すなわちオオカミと子ぶたごっこをして遊んでいるとい
う状況を理解する手がか りとなっていたと考えられる。
その後、2学期の引っ越 しオニでは、上記のようなお面ではなく、帽子が用
い られている。
4-3.インタビュー(9月13日)
えっ と、9月 になってか らなんですけ ど、 タ ッチ した ら、 タッチ した人 に
帽子 をあげてねってい う(ル ールで遊 んだ)。… 中略 … 帽子 をあげて、
「じゃあ、また捕 まえに行っていいか らね。」って。
9月になると 「オオカミと子ぶたの引っ越 しオニ」のような、タッチすると役
割を交代するといった、ルールの明確な鬼 ごっこへと遊びが発展 していく。そ
れに伴い、具体的な役割イメージを誘発する道具 としてのお面ではなく、追い
かける子 どもの目印としての帽子が使用されるようになっていると考えられ
る。
このように、9月に使用された帽子は、1学期にみられたようなイメージを
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喚起させるための道具、あるいは遊び仲間の目印ではなく、役割交代の 「手が
かり」としての道具へと変化する。
【総合考察】
本稿では、幼稚園3歳児 クラスにおける追いかけっこの指導実践 について、
追いかけっこを支える媒介的道具 という観点から、保育実践の観察、保育者へ
のインタビュー、保育記録(お便 り)を分析した。その結果、園庭に設置された
遊具は 「素材」、「遮蔽性」、「眺望」という点から追いかけっこを支えていること
が見出された。また、「お面」は役割イメージを高めるものとして機能 している
だけでな く、遊びを共有する仲間を象徴するものとして機能していることが示
された。
隠れる行為とイメージ
ここではまず、追いかけっこを支える遊具の役割として見出された3つの要
素の相互関連について考察してい く。先に示 したように、本稿で中心的に取 り
上げた 『3匹の子ぶた』をテーマとした追いかけっこでは、園庭にある 「あそび
小屋」、「砦」が 「木の家」、「レンガの家」のイメージを誘発し、さらにそこで引
き出された3匹の子ぶたのイメージが、「ゴザ」を 「ワラの家」として用いると
いう発想に繋がっていた。
またここで用いられた 「あそび小屋」や 「砦の横にある土管」は、子どもたち
の隠れる行為を誘発する 「遮蔽性」を伴うものであった。子どもたちは3匹の子
ぶたのイメージを楽 しむと同時に、・囲われた空間に身を置 くことそのものを楽
しんでいたと考えられる。
こうした隠れる行為の面白さについて、ベンヤ ミンは 「隠れんぼする子 ども」
について、次のように述べている。
子 どもはもう、 自分の住居では、あ り、とあ らゆる隠れ場所を知っている。
すべてが昔のままと確信 して家へ帰っていくように、隠れ場所にはいって
い く。心臓が ドキ ドキする。子 どもは息をころす。さあ、もう素材の世界の
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なかへ と閉 じ込め られたのだ。素材の世界が、 とてつ もな くはっ き りして
くる。もの もいわず に近づ いて くる。絞首台 にのせ られた男 は、 この子 ど
もとおな じような具合 に、 は じめて縄が、木が なん なのか を理解す るのだ
ろう。… 中略 … 子 どもが しかめっつ らをする と、大 人は よくこ うい う。
時計が今度 ボーンと鳴れ ば、 もうお まえの顔 はず っとその まましかめ っつ
らだよ。この言葉が どれだけ真 実であ るか、 を子 ど もは隠れ場所 で経験 す
る。(W・ベ ンヤ ミン著 『教育 としての遊び』よ り)
ベ ンヤミンによれば、子どもたちは隠れるという行為の中で、日常では感じ
得ない 「素材の世界」に触れることになる。木の家で隠れていた子どもたちは、
今までは感 じることのなかったリアリティ、それは隠れ場所で感じる冷たい空
気や、今まで改あて見ることもなかったような木目の鮮烈な印象といった、触
覚的、視覚的経験をする。また、こうしたアクチュアルな体験は、改めて、オオ
カミから隠れることのスリルを高めることにも繋がってい くと考えられる。
オノマ トペ を伴 うフレーズ
また、本稿 では遊具 やお面 といった具体物 を媒介 的道具 と して取 り上 げたが、
追いか けっこを支 えるものは、 こうした触 覚可 能な道具だけではな く、物語 に
基づ くセ リフも遊びの重要な媒介 的要素 を持 つ。例 えば、エ ピソー ド1-2に書 か
れていた ように、追いか けっこの中で保育者 は、「ふ っふ一 っのふ一」といった
リズ ミカル なセ リフを再現 し、遊 びを リー ドしている。また、この 「ふっふ一っ
のふ一」というセ リフは、息 を吹 きかける音 を表わす オノマ トペの要素 を持 っ
て いる。こう した劇 中のセ リフの再 現 は、3匹 の子 ぶたの イ メージ を喚起 し、
と
追いかけっこを誘発するだけでなく、そのフレーズそのものが遊びとなる可能
性 を持っている。
子どもたちが、こうしたリズ ミカルなフレーズを楽 しむ姿は、6月の保育観
察の中でも見 られている。例えば、子どもたちは 「トントントン」というオオカ
ミが戸を叩く音を再現 し、保育者は 「なんだろうなあ」とその言葉 を受け、追い
かけっこを展開する。こうした遊びの中で使用 されるフレーズも、遊びを楽 し
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む上での重要な道具となっている。
またこうした特定のフレーズは、保育者にとっても関わりのリズムを作る上
で重要な役割を果たしている。例えば、保育者は 「ブーブーブー」とブタの鳴 き
真似ながら、追いかけっこをや りたい子どもがいるかどうか確認する姿が観察
されている(観察;7月10日)。このブーブーブーと言う言葉は、3匹の子ぶた
のイメージを支える言葉であり、かつ、保育者の関わりにリズムを持たせてい
る。
今後の課題
本稿では、幼稚園入園か ら約半年問にわたって、追いかけっこに関わる資料
を収集した。ただし、月に1回の観察からは実践の連続性 を捉 えることが難iし
く、追いかけっこそのものが どのように変化 していったのかという点について
は、十分捉え切れていない。また、特定の保育者に焦点化 したことによって、保
育者の信念を含めた、具体的な関わりを捉えることが出来たものの、実践のヴァ
リエーションを捉えるためには、より幅広い保育者へのインタビューや観察が
必要 といえる。特に、園庭の遊具についてはその種類や配置は、幼稚園によっ
て様々であ り、本稿の知見がどこまで適用可能か、、多様な実践を通した検証が
必要である。
ところで、本稿で取 り上げた砦は、保育者と保護者とが一体 となって作 り上
げた人工物であった。そこには保育者の教育的意図だけでなく、子 どもとの会
話を通 して様々な幼稚園での出来事 を聞いている保護者の思いも含まれてい
る。こうした歴史性を伴うものとしての道具としての分析は、今後に残された
課題といえる。
【引用文献】
福田廣(1992).家から幼稚園への移行山本多喜司S.ワップナー(編著)人生移行の発達
心理学 北大路書房pp.137-151.
伊藤良子(1998).障害児と健常児における遊びとコミュニケーションの発達 風間書房
神田英雄(1984).「泣 き」に注目したオとごっこの成立過程の考察:保 育所3歳児クラス
14『人文学報』No.512-5(2016年)
の保育実践記録を手がか りとして 心理科学 第8巻1号pp.9-23
神田英雄(1991)追いかけ遊びから鬼ごっこへ 保育実践の中にみる鬼ごっこの成立過程
山崎愛世 ・心理科学研究会(編)遊 びの発達心理学 保育実践 と発達研究をむすぶ 萌
文社pp。29-64
苅田知則(2000).子どもの 「隠れる行為」:文献研究を通した解釈論 ・空間論 ・変遷論 九
州大学心理学研究 第1巻pp.105-122
苅田知則(2004).なぜ子 どもは 「隠れる」のか?:幼稚園における自由遊びの参与観察 発
達心理学研究 第15巻2号pp.140-149
勅使千鶴(1999).子どもの発達とあそびの指導 ひとなる書房
ベンヤミン(1981).教育としての遊び 丘沢静也(翻訳)晶文社
やまだようこ(1987).ことばの前のことば 新曜社
付記
本研究の一部は、日本乳幼児教育学会第25回大会(昭和女子大学)にて発表
したものである(題目「幼稚園3歳児クラスにおける鬼ごっこの指導プロセス)。
お忙 しい中、本研究に協力 して下さいました子どもたち、保育者の皆様には
深 く感謝致 します。
